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６月から７月にかけて、高等部では前期現場実習に取り組みました。実習前の６月７日（金）には決意

表明式、実習後の７月８日（月）には報告会も行われました。決意表明式は高等部全員で行い、実習先や目

標などを発表しました。報告会では、実習で頑張ったことや今後の課題を発表する姿を保護者の方々にも

ご参観いただきました。今後の自分の課題に対して、日々の学校や家庭生活の中でどのように取り組んで

いくか考えながら過ごしてほしいと思います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１年生 あおぎり作業所（集団校内実習） 
１年生は、あおぎりハウスで、業者からの委託作業である箱折りやカーナビの解体、また学校近く

のタイオンデイトレ平井で清掃作業を行いました。６０～８０分間続けて作業をしたり、通常 B 下校
の木曜日も午後に作業をしたりすることで、働くことの喜びを味わったり、継続して働くことの大変
さを学んだりすることができました。 

２年生 （個別体験実習） 
２年生は、初めての校外実習を体験しました。希望や適性などから設定した場所で実習を行うこと

で、卒業後の生活に向けて身に付けておくべき仕事に対する姿勢や態度などを、実際の場で学ぶこと
ができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇実習先 
・サンクルール（A 型） ・サポートハウス実来（B 型） ・福祉型専攻科 Palja（生活訓練） 
・ハートスイッチ岡山南校（自立訓練） ・丸源ラーメン岡山高柳店（一般） 
・グッドジョブセンター（一般） ・トラスコ中山株式会社（一般） 

高等部 前期現場実習が終わりました！ 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月に、進路担当より中学部の保護者向けに進路に関わるお話をさせていただきました。 

その中で、「高等部の生徒に聞いた『中学部または中学校の時にこんなことしておけばよかった』」についてお

伝えしました。ぜひ小学部や高等部保護者の方々にも知っていただきたいので、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回アンケートをとったのは２・３年生なのですが、次から次へと自分の思いを語ってくれ、特に３年生は友達の

意見に対して「わかるわかる」と共感したり、「〇〇も大事だけど△△も大事じゃない？」と対話から考えを広げたり

していました。生徒がここまで考えていたということに驚くとともに感心しませんか？これは、日々の学習を経て現場

実習を経験する中で、自分の得手不得手を把握したり、自分の課題と向き合い、今後自分に必要な力について考

えたりしている証拠ではないでしょうか。 

学校での学びとご家庭での取り組みを積み重ねていくことで、子どもたちの力は校外でも発揮されます。頑張っ

ていること、できるようになったことを認められたとき、子どもたちは達成感や感謝されることへの喜びを感じて、更

に伸びようとすることができると思います。ご家庭でできることにぜひ取り組んでみてくださいね。 

３年生 （個別前提実習） 
３年生は、卒業後の利用を希望している事業所や企業で、来年４月からの採用を見据えた前提実習

を行いました。実習を通して、もっと成長していくために必要な課題が明らかになり、学校や家庭で
積み重ねておくべきことを知ることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇実習先 
・多機能型事業所あんだす（就労移行） ・作業所てんとう虫（B 型） 
・わダイニングこよし／クリーンメイト（A 型） ・ありがとうファーム（B 型） 
・生活介護うぃ～る（生活介護） ・倉敷中央病院（一般）  ・無印良品イオンモール岡山（一般） 

進路って何？どんなことをしたらいいの？ 


